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　地区大会の御礼を申し上げないうちに、次年

度の補佐の仕事が始まってしまいました。

　人とのつながりでお引き受けすることになり

ましたが、力不足を承知の上でご迷惑のかから

ないように取り組むつもりでございます。マイ

ペースでロータリーに参加していたのに、とい

う思いです。

　補佐とはガバナーのアシスタントとしてガバ

ナーとクラブの間のクッション役と解釈してお

ります。両者の考えを聞くことが大切なことと

各クラブの伝統と慣習を生かして

ガバナー補佐　可児一男（川越ＲＣ）

なるでしょう。私は各クラブの会長、幹事さんが

今年度のテーマをどう理解して、どう展開して

いくのかに強い関心を持っています。クラブの

伝統や慣習の中で熱意と個性がどう表現される

かに興味があるからです。

　私にどんな貴重な体験がこれからの一年の間

にできるのかと、期待より不安の方が大きく

なってきております。

　ガバナー補佐はＲＩ理事会の推奨する地区

リーダーシッププランに基づき、地区や国際

ロータリーと友好的な関係を推進することも大

切な役割の一つです。この面からも精一杯努力

したいと思いますので、会員の皆様のご理解と

お力添えを、よろしくお願い申し上げます。

　近年、会員増強と退会防止に、各クラブのご苦

労が続いています。しかしながら、どのクラブで

もユニークな発想のできる、素晴らしい会員が

おられるように思われます。したがってこの厳

意義ある年度を築きたい

しい時代だからこそ、ロータリアンの英知が遺

憾なく発揮され、会員増強と退会防止にも適切

な対応が図られると思います。職業奉仕、社会奉

仕、国際奉仕、新世代に対する奉仕が各クラブで

十分に討議され、さらにその実践においてロー

タリアン家族委員会の活躍も望まれています。

　ジョナサンＢ . マジィアベ会長の提唱される

「手を貸そう」（Lend a Hand）のテーマのもと、

手を取り合い、心を合わせ意義ある年度を築き

上げたいと願うものです。
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ガバナー補佐　本年度の抱負と方針

　今年度、第３グループのガバナー補佐を仰せ

つかりました吉田でございます。よろしくお願

い申し上げます。

　当2570地区におきましても、数年前より地区

リーダーシッププラン（ＤＬＰ）を導入してお

り、引き続き本年度もＤＬＰを実行致します。私

はＤＬＰを正しく理解し、補佐としての主要責

務に当たりたいと思っております。それには担

当クラブの管理運営に関して 山ガバナーを支

援することだと思っております。

ガバナーを支援し、クラブの活性化を

　その一例として、ガバナー公式訪問例会のク

ラブ協議会は、補佐が担当することになりまし

た。ガバナーの負担を軽くし、柔軟性を持たせ、

クラブの活性化を図るという目的です。

　また補佐の仕事の一つとしては、クラブのレ

ベルを超えて奉仕する指導者を育成することだ

と思います。

　所期の目的達成のために皆様のご協力をお願

い申し上げます。

　地区協議会の際、ガバナーから示された方針

の中で、ＤＬＰ（地区リーダーシップ・プラン）

の定着を目指す。自主的なクラブ活動を奨励す

る。この２点が今年度の活動の中心になるもの

と理解しております。

　ＤＬＰが導入されて数年たちますが、私も含

め余り理解されているとは思えません。機会を

見つけて、理解を深める努力をしたいと思いま

す。

　自主的なクラブ活動は、ロータリー活動に元

情報の共有と認識の深化に理解とご協力を

気をもたらす起爆剤になります。お手伝いでき

ることがあれば努力したいと思います。

　これらの推進のための手段として、インター

ネットを活用して、情報の共有化と認識の深化

を図り、皆で勉強しながら推進できればと存じ

ます。

　 山ガバナー年度にガバナー補佐を仰せつか

り、責任の重さを痛感しております。

　補佐の任務は、ガバナーの手足となってガバ

ナー方針をクラブに伝達し、クラブの意見等を

吸収してロータリーの健全な発展に寄与すべき

ものと考えています。

　その上で、各クラブにはバランスのとれた活

動がなされるようお願いしていくつもりですが、

それは、今では５大奉仕とも言える各部門それ

ぞれが、全国の各クラブの平均値には達して頂

バランスのとれた活動を

きたいと思うからであります。

　ある部門の活動は、非常によくやられている

のに、他の部門は全く取り組まないといったこ

とのないよう、それぞれに有能な人材配置と予

算配分の工夫をお願いしたいものです。

　もちろん、クラブの特徴ある伝統は尊重致し

ますので、特徴はさらに前進させるとともに、他

の部門も手を抜かないということがとても大切

なことと考えています。

　本年度は、よろしくお願い申し上げます。
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